
対象判定

投稿しようとして、手が止まる
頭の中が空白になる /発信が続かなくなっている

書いても反応が薄く、言葉が出てこない感覚がある状態

発信に向いてないと思い始める
継続が苦しくなっている

「言葉」ではなく「相手」を疑う



原因理解

才能不足という「思い込み」

本当の理由
届け先の不在

- 誰に向けているか不明確なまま書いている

- 情報だけを並べる「相手不在」の構造

- 読者が自分事化できない、通過される発信

言葉のテクニック以前の問題
構造的な「未到達」状態



誤解破壊

「全員」は「誰にも」刺さらない

× 良いことを書けば届く前提

× 情報量で価値を出す思考

× 全員に向けた発信設計

× 内容重視で「読み手」軽視

結果として「ぼやける」言葉

伝え方だけに集中する意識を卒業する



設計核心

設計の順序を入れ替える

相手から始めるフレームワーク

1.届ける相手を一人に限定する /今の状態を具体化
2.読後の感情ゴールを設定 /小さな変化を定義

伝える内容は「最後」に決める

順番は相手→感情→内容



変化把握

発信が「会話」に変わる

書く前の迷いが減少する
テーマ選定が「即決」に変わる

•言葉の方向が明確化し、負荷が軽減
•読者との確かな関係性の形成
•「届いた」という確かな感覚の発生

情報の羅列から、心の交流へ



即行動

「一人」を定めて、書き出す

1.書く前に「あの人」を一人決める
2.その人の状態を一行で言語化する
3.読後の感情を一つだけ設定する
4.伝える内容を一つに絞り込む
5.投稿前に対象の顔を思い浮かべる

noteは「深く説明」する
Xは「一要素のみ」を抽出する



資料位置

発信を止める「迷い」の処方箋

発信停止時の再起動用ツール
言葉不足の誤認を防ぐための基準

•設計順序を固定化するフレーム
•発信負荷を軽減するための装置
•継続を支援する確かな設計図

「誰に」に戻るための羅針盤



次選択

相手から決める、新習慣。

• 言葉を探し続ける選択（旧来の道）
•相手から決める選択（設計の道）
•自己流で継続し、停止を繰り返す
•流れを整えて、発信を再開する

判断基準は「刺さる実感」

必要な人だけ、次のステップへ。


